
講習No.
U35
選択

表現療法を通じて学ぶ子どもの自己理解と心身調整
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年12月6日（土）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 濱野　清志（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

本講習では、心理的、身体的にハードな児童生徒の学校生活を安定的にすごすための一助として、児童生徒自
身がそれぞれ自分自身を見つめ、自己理解を深め、同時に、心身のバランスを自己調整する基本を、描画表現、
気功による身体表現などを通して、体験的に理解できるようにします。また、教師自身の体験的理解をもとに児
童生徒の生活上の自己理解と自己調整を促進する手立てを学びます。

備考 本講習は実技を行います。動きやすい服装、上履きをご持参ください。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

表現療法とは
臨床心理学における表現療法
の基本的な考え方を概説し、
そのひとつとしての描画法を
経験する。

2限
１０：3０～１1：5０（8０分）

表現のなかの主観的体験
表現の中の主観的体験に気
づき、他者と話し合うことに
よって表現主体としての自分
自身のありようをみつめる練
習をする。

3限
１2：5０～１4：１０（8０分）

身体表現としての気功
気功を例として、身体表現を
行い、からだを整えることに
よって、心と身体の関係を見
つめなおす作業をする。

4限
１4：２０～１5：40（80分）

心身調整としての気功
3限に引き続き、気功を通じ
て心身調整のあり方を体験的
に学ぶ。

5限
１5：50～１6：3０（４0分）

修了認定試験

講習No.
U33
選択

中学校と高等学校での学校事故への法的問題
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年11月29日（土）

主な受講対象者 中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

近時学校現場では、生徒が授業中を問わずさまざまな事故に遭遇しています。また、保健衛生に関わる事故も
多く発生するようになってきました。これらの学校事故に教師が直面した場合に心がけていただきたいさま
ざまな法的な事項があります。そこで、学校内で事故が発生した場合のスムーズな対処のために、具体的な事
例を用いながら講義を通じてこれらを解説します。

楪　博行（白鷗大学法学部教授・京都文教大学非常勤講師）

1限
9:00～10:30（90分）

学校トラブルにおける法律関係
学校の事故や事件で適用される民法
と国家賠償法についてお話しします。

2限
10:40～12:10（90分）

校内・校外授業でのトラブル
校内・校外授業で発生する事故や事
件に関する法的関係をお話しします。

3限
13:10～14:40（90分）

授業時間外・
放課後に発生するトラブル
授業時間外・放課後に発生する事故
や事件に関する法的関係をお話しし
ます。

4限
14:50～16:20（90分）

児童生徒間の暴行・
教師の加害行為によるトラブル・
修了認定試験
いじめや暴行、体罰やしごきによって
発生するトラブルの法的関係をお話
しします。この講義の最後に修了認定
試験40分（講義時間に含む）を行い
ます。

備考 講習No.U28と同様の構成ですが、それぞれ、主な受講対象としている学校種の事例に基づいた講習を行います。
勤務状況にあわせて講習をお選びください。特別支援学校にお勤めの方は、講習No.U28の受講をおすすめします。

講習No.
U34
選択

教員としてのコミュニケーション能力を高める
講習の開催地

宇治キャンパス

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭

講習の概要

定員

150人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森川　知史（京都文教短期大学ライフデザイン学科教授）担当講師

教員のコミュニケーション能力を問う。コミュニケーションは、人間関係の始まり、関係の構築・維持・発展の全
てに関わる。児童・生徒、教員、保護者、地域との関係等、教員のコミュニケーション能力は重要で、求められるの
は、話し方だけでなく、聞き方、相手の受けとめ方、非言語の理解法等、多様だ。コミュニケーション能力が如何な
るものかを知り、自分の能力の問題点に気づき、自分のあり方を補正して行けるよう進めたい。

1限
9:00～10:30（90分）

コミュニケーション能力とは
コミュニケーションの能力が求めら
れる時代背景について。「コミュニ
ケーション能力」とは何か。

2限
10:45～12:15（90分）

記号的存在
ことばだけで行われるのではないコ
ミュニケーションの本質について。

3限
13:15～14:45（90分）

教員に求められる
コミュニケーション能力
コミュニケーションと人間関係の不
可分性について。

4限
15:00～16:30（90分）

まとめ・修了認定試験

講習の期間 平成26年11月29日（土） 受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭

渡辺　峻（立命館大学名誉教授）

講習No.
U36
選択

組織と個人のマネジメント 
－生徒の元気が出るクラスづくりのために－

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年12月6日（土）

主な受講対象者 小学校・中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

「組織と個人」の調整の問題は「組織行動論」の名のもとに、一定の研究成果が蓄積されている。この知識は、
企業組織であろうと、学校組織であろうと、組織リーダーには不可欠である。この講習では「組織と個人」の問題、
特にモチベーションやリーダーシップのあり方を理論的に整理して、「クラスと生徒」の調整および教員の
リーダーシップ強化や生徒のモラールアップ強化に役立てることを目標にする。

1限
９：００～１０：００（６０分）

「組織と個人」の
マネジメントの３モデル
人間モデルの3つの類
型と組織論、なぜ自律型
人材・自治自立人の育
成が重要か、「自立した
個人」と組織の在り方、
人間行動の基本原理と
はなにか、教員の自己満
足か生徒の成長・自己
実現か。

2限
１０：１０～１１：1０（60分）

モチベーションと
組織リーダー
いかにしたら個人のヤル気
は引き出せるのか、古典的
考え方と新しい考え方の差
異、外的な行為規範か、内
的な行為規範か、ヤル気の
源泉としての欲求動機、組
織リーダーと「貢献と誘因」
のバランス、なぜ個人の自
己実現欲求を重視するか。

3限
１1：2０～１2：2０（6０分）

リーダーシップと
組織リーダー
いかなるスタイルで接す
ると個人のヤル気が出る
か、古典的考え方と新し
い考え方の差異、民主的
参加型リーダーシップと
は何か、いかに生徒の自
律性・自主性を引き出す
か、状況に適応したリー
ダーシップとは何か。

4限
１3：2０～１4：45（85分）

個人重視の
逆ピラミッド型組織
自己実現人モデルの組
織とは何か、管理統制主
義ではなく自己管理でき
る生徒の育成、企業組織
に見る最新の事例（未来
工業・フォード社・リッツ
カールトン社などDVD
視聴）、X理論モデルから
Y理論モデルへ。

5限
１4：55～１6：20（85分）

生徒の元気がでる
クラスづくり
田尻先生の教育実践、そ
の過去と現在の理論的
背景、生徒を元気にする
Y理論モデルの組織論、
職務充実論、自己実現人
モデルの組織論などに
よるクラスづくり（DVD
視聴）。

6限
１６：3０～１7：0０（3０分）

修了認定試験
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